
－

市
長
の
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト－

問

強
力
な
市
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
基
づ
く
ト
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
効
果
的
に
機
能
さ

せ
る
に
は
職
員
の
市
長
に
対
す

る
信
頼
感
を
増
大
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

現
場
の
声
を
聞
き
一
体

に
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
職

場
へ
出
向
き
、
職
員
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
。

－

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
誘
致－

問

花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
を
運
営

す
る
近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社

へ
毎
年
多
額
の
補
助
金
を
支
出

し
て
い
る
が
、補
助
を
受
け
て
い

る
企
業
と
し
て
Ｗ
杯
誘
致
活
動

へ
協
力
い
た
だ
け
て
い
る
の
か
。

市
長

協
力
は
惜
し
ま
な
い
と

さ
れ
て
お
り
、現
在
世
界
大
会
に

ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
し
て
の
改

修
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

－

ま
ち
の
あ
り
方－

問

市
民
が
心
底
望
む
ま
ち
の

あ
り
方
を
十
分
把
握
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
・

仕
組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
部
長

市

民
の
意
見
交
換
を
す
る
場
と
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換
会

を
開
催
す
る
と
共
に
地
域
ご
と

に
サ
ポ
ー
ト
職
員
を
配
置
す
る
。

－

公
共
施
設
の
将
来－

問

公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
効
率
化
だ
け
で
な
く
、
利

用
実
態
や
市
民
が
期
待
す
る
施

設
に
つ
い
て
の
検
討
も
加
え
、

行
政
の
方
向
性
を
見
据
え
た
上

で
の
計
画
が
必
要
と
考
え
る
が
。

経
営
企
画
部
長

今
後
、
市
民

や
議
会
の
意
見
を
頂
く
と
と
も

に
庁
内
関
係
部
局
と
調
整
、
連

携
を
行
い
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
利

用
実
態
も
注
視
し
つ
つ
、
よ
り

良
い
方
針
・
計
画
と
し
た
い
。

－

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
南
伸－

問

本
市
の
大
き
な
課
題
の
ひ

と
つ
に
南
北
交
通
網
の
整
備
が

あ
る
。
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
へ
モ
ノ
レ
ー
ル
の
整
備
を
市

民
は
熱
望
し
て
い
る
が
、
取
り

組
み
状
況
は
ど
う
か
。

市
長

府
と
協
力
を
密
に
し
つ

つ
、
必
要
に
応
じ
予
算
措
置
を

行
う
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
む
。

－

経
済
施
策
の
展
望－

問

中
小
企
業
の
ま
ち
で
あ
る

本
市
に
と
っ
て
経
済
の
活
性
化

は
核
と
な
る
命
題
で
あ
る
。
施

策
へ
の
取
り
組
み
や
展
望
に
つ

い
て
の
市
長
の
考
え
を
示
せ
。

市
長

工
場
移
転
支
援
補
助
金

や
相
隣
環
境
対
策
支
援
補
助
金

の
創
設
、
低
金
利
の
融
資
枠
確

保
に
よ
る
小
規
模
企
業
者
の
負

担
軽
減
な
ど
に
よ
り
企
業
活
動

を
支
援
し
て
い
く
。

－

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
基
本
方
針
案
に
つ
い
て－

問

過
日
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
推
進
基
本
方
針
案
が
示

さ
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

が
強
行
さ
れ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
強
行
以
上
に
、
当

方
針
案
策
定
に
至
る
期
間
が
余

り
に
も
短
期
間
で
あ
っ
た
こ
と

が
問
題
で
あ
る
。ま
た
市
長
は
、

市
政
運
営
方
針
で
六
月
定
例
会

に
お
い
て
、
当
方
針
案
の
関
連

予
算
上
程
に
つ
い
て
言
及
さ
れ

た
が
、
そ
の
間
、
市
民
の
声
を

ど
の
よ
う
に
聞
き
、
議
会
で
の

論
議
に
ど
の
よ
う
に
臨
む
の
か
。

経
営
企
画
部
長

今
後
、
市
民

や
議
会
の
意
見
を
頂
戴
し
、
か

つ
関
係
部
局
等
と
の
調
整
・
連

携
を
さ
ら
に
深
め
、
既
に
示
し

て
い
る
方
針
・
計
画
を
よ
り
充

実
さ
せ
た
い
。
ま
た
現
在
追
加

で
市
民
等
の
意
見
を
聞
く
手
法

を
検
討
し
て
い
る
。

－
原
発
・
震
災
が
れ
き
処
理

と
そ
の
影
響
に
つ
い
て－

問

大
阪
市
は
今
年
二
月
か
ら

来
年
三
月
ま
で
震
災
が
れ
き
の

焼
却
を
行
っ
て
い
る
。
東
に
位

置
す
る
本
市
は
、
公
害
健
康
被

害
補
償
指
定
地
域
の
生
駒
山
ろ

く
一
帯
を
含
む
。
焼
却
に
よ
る

排
ガ
ス
の
風
向
き
に
よ
り
、
ど

の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
の
か
。

環
境
汚
染
や
そ
の
可
能
性
に
対

し
て
測
定
、
調
査
を
実
施
で
き

る
の
か
。
加
え
て
大
阪
市
は
焼

却
の
実
態
に
つ
い
て
、
本
市
に

ど
の
よ
う
な
報
告
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

副
市
長

排
ガ
ス
や
排
水
汚
泥

の
放
射
能
濃
度
の
測
定
結
果
は

公
表
さ
れ
て
お
り
、
現
在
放
射

能
濃
度
は
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、

本
市
に
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

焼
却
実
態
に
つ
い
て
は
、
大
阪

府
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
常

に
確
認
し
て
お
り
、
ま
た
府
下

の
連
絡
会
議
等
を
通
じ
て
報
告

を
受
け
て
い
る
。

－

生
活
保
護
適
正
化－

問

昨
年
十
二
月
よ
り
生
活
保

護
情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
置

し
、
生
活
保
護
の
様
々
な
情
報

を
市
民
か
ら
募
っ
て
い
る
中
で
、

ま
だ
ま
だ
市
民
へ
周
知
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

福
祉
部
長

市
政
だ
よ
り
へ
の

掲
載
、
公
共
施
設
で
の
ポ
ス
タ

ー
掲
示
等
を
実
施
し
た
が
、
市

民
の
皆
様
に
周
知
さ
れ
て
い
る

状
況
で
は
な
い
と
考
え
る
。
今

後
は
再
度
市
政
だ
よ
り
に
掲
載

す
る
ほ
か
、
効
果
的
な
周
知
に

努
め
た
い
。

－

生
活
保
護
受
給
者
の

自
立
支
援－

問

年
々
生
活
保
護
受
給
者
が

増
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
数
に
伴

い
、
生
活
保
護
法
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
さ
ら
に
自
立
を
支
援
す

る
効
果
的
な
施
策
の
構
築
と
十

分
な
予
算
措
置
を
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
。

経
済
部
長

若
者
自
立
支
援
事

業
は
予
算
措
置
を
実
施
し
て
お

り
、
国
の
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
連
携
し
、

支
援
の
実
績
が
上
が
っ
て
い
る
。

今
後
も
若
者
の
就
労
支
援
に
努

め
た
い
。

－

学
校
施
設
の
耐
震
化－

問

小
中
学
校
の
耐
震
化
は
市

長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
等
で
平
成
二

十
七
年
度
に
整
備
完
了
と
表
明

さ
れ
た
。
平
成
二
十
五
年
度
か

ら
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
の
全

体
計
画
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

教
育
総
務
部
長

平
成
二
十
四

年
度
に
実
施
し
た
耐
震
診
断
の

最
終
結
果
を
踏
ま
え
、
今
年
度

内
に
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で

の
全
体
計
画
を
決
定
し
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
政
だ
よ
り

等
で
よ
り
速
や
か
に
市
民
の
皆

様
へ
示
し
た
い
。

－

中
学
校
給
食－

問

市
長
は
、
市
政
運
営
方
針

で
中
学
校
給
食
実
施
に
向
け
て

具
体
的
な
実
施
方
法
の
検
討
を

進
め
る
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
実

施
方
法
は
い
つ
示
さ
れ
る
の
か
。

市
長

第
二
回
定
例
会
の
時
期

を
め
ど
に
示
し
た
い
。

－

証
明
書
自
動
交
付
機
の

交
付
率－

問

手
数
料
の
減
額
は
、
自
動

交
付
機
交
付
率
の
向
上
に
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。
市

民
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に

も
、手
数
料
の
減
額
に
つ
い
て
、

本
市
の
考
え
を
示
せ
。

副
市
長

今
国
会
に
て
審
議
予

定
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
案
の
成

立
状
況
を
見
極
め
、
総
合
的
な

施
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

真
正
議
員
団

代
表
質
問

河
野

啓
一

さ
わ
や
か
な
風

個
人
質
問

飯
田

芳
春

自
民
党
清
新
会

代
表
質
問

個
人
質
問

木
村

芳
浩

右
近

徳
博

今
こ
そ
市
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
�

生

活

保

護

適

正

化

に

は

不
正
受
給
の
徹
底
的
な
対
処
を
�

市
民
の
声
は
反
映
さ
れ
る
の
か
�
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
基
本
方
針
�
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